
資料２

「道内の感染状況等について（道案）」等に対する主な意見

１ 有識者・専門家の意見

１ 道案に異論なし。

人の動きが活発となってくることやインフルエンザの流行も予想さ

れることなど、今後想定される要素も考慮して、感染予防対策が、慣

れにより、おざなりにならないよう周知徹底いただきたい。

２ 新規感染者数等の状況を踏まえ「BA.5対策強化宣言」を９月末で終

了する一方で、今後は、「全数届出の見直しに対応した取組の推進」

により、自宅療養者への支援やワクチン接種の促進、さらには道民や

事業者の方々に基本的な感染対策の実践などを呼びかけていくことは

重要であると考える。

なお、全数届出の見直しにより、公表された指標が見直された場合

には、道民の方々の理解がより深まるよう、引き続き、丁寧な説明を

行っていただきたい。

３ 「基本的な感染防止行動（３つの行動）の実践とワクチンの接種」

の周知徹底に向け、例えば、新聞広告や折り込みチラシの作成、幼

保・小・中・高・特別支援学校の児童生徒向けのチラシによる家庭へ

の情報提供などが考えられる。

10月に入ると，各地域での産業まつり等のイベントが増加すること

から、道民の皆さんには、改めての感染防止行動への認識を再確認し

ていただくことが、結果として、経済と感染対策の両立につながるも

のと思われる。


